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第
11
次
使
用
協
定
締
結

　

北
富
士
演
習
場
は
、演
習
場
と
し
て

の
顔
の
ほ
か
に
、私
た
ち
地
元
住
民
が

入
会
行
為
を
行
う
た
め
の
入
会
地
と
し

て
の
顔
を
持
ち
合
せ
て
い
て
、本
市
に

と
っ
て
は
、大
切
な
地
域
と
し
て
、古
く

か
ら
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て
き
ま
し
た
。

　

北
富
士
演
習
場
使
用
協
定
は
、北
富

士
演
習
場
を
自
衛
隊
や
米
軍
が
円
滑

に
使
用
す
る
こ
と
と
、地
元
住
民
の
民

生
の
安
定
や
周
辺
地
域
の
発
展
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
締
結
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、こ
れ
ま
で
も
5
年
ご
と
に
更
新
が

な
さ
れ
、今
回
の
使
用
協
定
は
第
11
回

目
に
な
り
ま
す
。国
は
、第
10
次
使
用
協

定
の
期
間
が
本
年
3
月
31
日
を
も
っ
て

満
了
に
な
る
こ
と
か
ら
、昨
今
の
国
際

情
勢
や
日
米
関
係
、国
防
の
重
要
性
な

ど
を
鑑
み
て
北
富
士
演
習
場
を
引
き

続
き
重
要
な
防
衛
施
設
と
し
て
位
置
付

け
、昨
年
12
月
27
日
に
演
習
場
と
し
て

使
用
す
る
た
め
の
協
定
更
新
に
つ
い
て
、

申
し
入
れ
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
地
元
側
は
、「
国
防
」と
い

う
国
側
の
主
旨
を
尊
重
し
、連
携
を
図

り
な
が
ら
、地
元
要
望
事
項
の
集
約
に

英
知
を
結
集
し
、対
国
折
衝
を
重
ね
た

結
果
、協
定
更
新
を
了
と
す
る
と
の
結

論
に
達
し
、3
月
28
日
に
調
印
の
運
び

に
な
り
ま
し
た
。　

　

第
11
次
使
用
協
定
締
結
に
際
し
て

は
、第
1
次
使
用
協
定
を
締
結
し
た
際
、

全
面
返
還
、平
和
利
用
、段
階
的
縮
小
を

基
本
理
念
に
し
つ
つ
演
習
場
の
存
置
を

認
め
、使
用
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
を

再
確
認
し
、地
元
住
民
の
負
担
軽
減
を

図
る
真
の
民
生
安
定
事
業
の
実
施
な
ど

を
国
に
強
く
要
望
し
、前
向
き
な
回
答

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、民
生
安
定
事
業
と
し
て
、本

市
が
要
望
し
た
周
辺
整
備
5
カ
年
計
画

は
、防
衛
省
の
補
助
金
を
要
望
し
た
事

業
と
し
て
7
事
業
、交
付
金
を
要
望
し

た
事
業
と
し
て
11
事
業
、全
部
で
18
事

業
の
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
8
次
入
会
協
定
締
結

　

第
11
次
使
用
協
定
締
結
の
前
、
3

月
18
日
に
は
、第
8
次
北
富
士
演
習
場

内
国
有
入
会
地
の
使
用
に
関
す
る
協
定

（
通
称：
入
会
協
定
）が
、渡
辺
恩
賜
林

組
合
長
と
浜
田
防
衛
大
臣
と
の
間
で
締

結
さ
れ
ま
し
た
。
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　『
第
11
次
北
富
士
演
習
場
使
用

協
定
』が
3
月
28
日
、防
衛
省
に

お
い
て
長
崎
山
梨
県
知
事
、皆
川

北
富
士
演
習
場
対
策
協
議
会
長
、

堀
内
市
長
ら
地
元
代
表
者
と
、浜

田
防
衛
大
臣
と
の
間
で
締
結
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、北
富
士
演
習
場

は
今
後
5
年
間
、協
定
の
内
容
に

沿
っ
て
、自
衛
隊
や
米
軍
に
引
続

き
演
習
場
と
し
て
使
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。



　
こ
の
協
定
は
、北
富
士
演
習
場
の
国

有
入
会
地
を
自
衛
隊
が
演
習
に
使
用
す

る
こ
と
と
、地
元
住
民
が
入
会
の
た
め

に
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、双
方
の
利

害
関
係
を
調
整
し
、相
互
の
便
宜
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
63
年
3
月

31
日
に
第
1
次
が
締
結
さ
れ
、更
新
さ

れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
入
会
協
定
更
新
に
あ
た
っ
て

の
折
衝
の
結
果
、前
回
の
協
定
か
ら
条

文
の
改
正
は
な
か
っ
た
も
の
の
、依
然

と
し
て
入
会
権
に
関
す
る
検
討
課
題
は

残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、入
会
慣
習
を

尊
重
し
、今
後
も
協
議
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

北
富
士
演
習
場
と	

	

民
生
安
定
事
業

　

北
富
士
演
習
場
を
自
衛
隊
や
米
軍

に
使
用
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
る
代
わ
り

に
、周
辺
地
域
の
発
展
と
民
生
安
定
を

図
る
た
め
の
民
生
安
定
事
業
と
し
て
、

施
設
や
道
路
整
備
に
あ
た
っ
て
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
協
定
更
新
時
に
補
助
金
額

の
増
額
は
も
と
よ
り
、時
代
に
適
合
し

た
住
民
要
望
の
高
い
施
策
を
国
に
要
望

し
、相
応
の
成
果
を
収
め
て
い
ま
す
。

　
第
10
次
使
用
協
定（
平
成
30
年
4
月

1
日
〜
令
和
5
年
3
月
31
日
）で
は
、5

年
間
で
事
業
費
約
79
億
円
に
対
し
、約

51
億
円
の
補
助
金
な
ど
が
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、市
道
農
場
線

外
3
路
線
整
備
事
業
や
横
町
熊
穴
線

外
2
路
線
整
備
事
業
な
ど
の
市
道
整

備
を
は
じ
め
、水
道
設
備
整
備
事
業
な

ど
市
民
の
生
活
に
直
接
関
係
が
あ
る
事

業
や
、富
士
の
杜・巡
礼
の
郷
公
園
整
備

事
業
、第
7
保
育
園
の
整
備
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
多

種
多
様
で
す
。

　

北
富
士
演
習
場
問
題
は
、市
政
の
大

き
な
課
題
で
す
の
で
、今
後
と
も
地
域

の
発
展
と
民
生
の
安
定
が
図
ら
れ
る
よ

う
な
事
業
実
施
に
向
け
、市
民
の
皆
さ

ん
と
共
に
考
え
、歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

今
回
の
協
定
更
新
に
臨
む
に
あ
た

り
、本
市
の
将
来
像
を
見
据
え
る
中
で
、

総
合
計
画
の
中
期
見
直
し
に
伴
っ
た
位

置
付
け
を
も
含
め
、地
域
の
発
展
と
民

生
安
定
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

基
本
的
な
理
念
と
し
て
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
特
に
、民
生
安
定
事
業
と
し
て
、市
民

の
安
心
安
全
な
生
活
の
確
保
な
ど
、住

民
の
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
水
道
施

設
更
新
事
業（
鐘
山
水
系
区
域
内・耐
震

化
）や
市
道
の
整
備
事
業
な
ど
は
第
10

次
使
用
協
定
か
ら
引
き
続
き
要
望
し
て

い
て
、新
た
に
砂
原
橋
東
交
差
点
改
良

事
業
や
公
園
整
備
事
業
、非
常
備
消
防

事
業
及
び
災
害
廃
棄
物
仮
置
場
整
備
事

業
等
も
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、長

期
的
な
視
野
に
立
ち
既
存
施
設
な
ど
の

長
寿
命
化
を
図
り
、現
在
の
社
会
情
勢

や
生
活
環
境
に
合
わ
せ
、利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
改
修
等
を
要
望
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
だ
け
で
は

な
く
、市
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
や
子
育

て
医
療
費
助
成
事
業
等
に
対
し
て
の
支

援
も
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
ど
の
事
業
も
市
民
の
生
活
に
関
わ
る

重
要
な
事
業
と
い
え
ま
す
。

入
会
■
一
定
地
域
の
住
民
が
、慣
習
的
な
権

利
に
よ
っ
て
特
定
の
山
林・
原
野・
漁
場
の
薪

材・緑
肥・魚
貝
な
ど
を
採
取
す
る
こ
と
を
目

的
に
共
同
で
使
用
す
る
こ
と
。 （
大
辞
林
よ
り
）

問
合
せ
■
演
習
場
対
策
室

　
　
　
　
☎
内
線
3
8
2

周辺整備事業5カ年計画一覧

●水道施設更新事業（鐘山水系区域内・耐震化）

●総合体育館建設事業

●横町熊穴線外2路線整備事業

●コミュニティセンター改修工事事業

●砂原橋東交差点改良事業

●下吉田配水場更新事業

●公園整備事業

●一般市道等整備事業

●上水道配水管整備事業

●医療機器整備事業

●子育て応援医療費助成金支給事業

●生活習慣病対策（がん検診）事業

●学校給食センター運営事業

●学校給食費助成事業（無償化）

●粗大ごみ等運搬車両購入事業

●非常備消防事業

●災害廃棄物仮置場整備事業

●防災備蓄倉庫事業

第11次北富士演習場使用協定締結

3

4

3

第
七
保
育
園
園
舎

富
士
の
杜・巡
礼
の
郷
公
園
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クリエイティブサロン 吉田塾

クリエイティブサロン吉田塾とは “生きる”
という人生のデザインを。
　さまざまな業界の第一線で活躍する豪華クリエイター陣をゲストに迎
え「ここでしか味わえない講義」を開催します。
■講　　　義　午後 5時～ 6時 30 分（ Saruya Artist Residency ）
■懇　親　会　午後 7時～ 8時（ 喫茶檸檬 ）
■参　加　料　トーク参加チケット　　　 3,500円
　　　　　　　トーク+食事つき懇親会 5,000円
　　　　　　　オンライン参加チケット　 1,500円
                        ※参加チケットは吉田塾ホームページから購入できます
■定　　　員　先着 40名（オンラインは定員なし）

チケット購入：5月 8日（月）から、富士山課でチケットを購入できます！！
　　　　　　スマートフォンなどをお持ちでない方はぜひこの機会に購入してください！
販  売  数■先着 5名　　受付時間■月～金曜日　午前 8時 30分～午後 5時 15分
支払方法■現金のみ

秋山  具義
AKIYAMA GUGI

デイリーフレッシュ株式会社　
代表取締役／クリエイティブディ
レクター／アートディレクター

1966年秋葉原生まれ。1999年デ
イリーフレッシュ設立。
広告を中心にさまざまなジャン
ルのデザインを手掛け、著書に
「世界はデザインでできている」
がある。

軍地  彩弓
GUNJI SAYUMI

雑誌編集者

講談社ファッション雑誌『ViVi』
『GLAMOROUS』などのファッ
ションエディターや『GQJAPAN』
編集長代理、『VOGUEGIRL』
クリエイティブディレクター、
『NuméroTOKYO』のエディトリ
アルアドバイザー、情報番組のコ
メンテーターなど幅広く活躍。

ヒロ  杉山
HIRO SUGIYAMA

アーティスト／アートディレクター

東京生まれ。1997年グラフィック
アートユニット,エンライトメントを
結成。ファインアートの世界で国内
外の展覧会で作品を発表。さらに
PV制作や映像分野での評価も高
く、三代目JSOULBROTHERSfrom 
EXILETRIBE、EXILE、m-flo、安室
奈美恵、BOA、少女時代などのラ
イブ映像を提供。

問合せ■富士山課　☎ 22-2280（土・日曜日、祝日を除く）

チケットの購入はこちら

5/27
SAT

8/19
SAT

9/30
SAT



7

（午前10時～午後6時　土・日曜日、祝日を除く）

空き家・空き店舗バンクとは、本市から事業受託するふじよしだ定住促進セン
ターが運用する制度です。物件所有者からは空き家の情報を管理し、物件利
用希望者へは物件の情報を提供させていただきます。

空き家バンク
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市税
66億89万円
（24.8%）

繰入金
40億6,811万円

（15.3%）

地方交付税
29億5,000万円

（11.1%）

寄附金
20億1万円
（7.5%）

地方消費税交付金
12億6,000万円
         （4.7%）

国庫支出金
31億4,744万円

（11.8%）

県支出金
14億82万円  　
　　　 （5.3%）

諸収入
12億724万円

（4.5%）

市債
20億7,000万円

（7.8%）

その他
10億9,802万円

（4.0%）

分担金及び負担金
8億5,747万円（3.2%）

令和5年度予算の会計別内訳と前年度との比較
会計名 令和5年 令和4年 比較 対前年度増減比（%）

一般会計 266億6,000万円 268億1,000万円 △1億5,000万円 △ 0.6

特別会計

国民健康保険 54億8,987万円 54億3,039万円 5,948万円 1.1

後期高齢者医療 10億9,389万円 11億7,798万円 △8,409万円 △ 7.1

介護保険 49億240万円 47億5,261万円 1億4,978万円 3.2

介護予防支援事業 1,599万円 1,704万円 △105万円 △ 6.2

看護専門学校 1億9,491万円 1億8,807万円 684万円 3.6

小　　計 116億9,706万円 115億6,610万円 1億3,096万円 1.1

事業会計
病院事業 104億163万円 94億7,484万円 9億2,678万円 9.8

水道事業 16億5,774万円 19億4,909万円 △2億9,136万円 △ 14.9

下水道事業 17億7,972万円 17億7,784万円 188万円 0.1

合計 521億9,614万円 515億7,787万円 6億1,827万円 1.2

一般会計総額 
　266億6,000万円
総額〈特別会計などを合わせると〉 
　521億9,614万円

※1万円未満を四捨五入しているため、合計、比較の数値で一致しない場合があります

歳 入

新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

　
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
伴
う
社
会・経
済
へ
の
影

響
な
ど
、先
行
き
を
見
通
す
こ
と
が
難
し
い
状
況
が
見
込
ま

れ
ま
す
が
、本
市
が
取
り
組
む
べ
き
施
策
は
、こ
れ
ま
で
同
様

に
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、

令
和
5
年
度
予
算
は「
人
口
減
少
」、「
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老
朽

化
」、「
自
然
災
害
」へ
の
対
策
な
ど
、本
市
が
掲
げ
る
政
策
課

題
の
さ
ら
な
る
推
進
と
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
な
ど
へ
の
適
切・

的
確
な
対
処
を
最
優
先
に
予
算
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、明
見
中
学
校
長
寿
命
化
事
業（
継
続
事

業
）に
10
億
4
千
万
円
余
、ふ
る
さ
と
寄
附
推
進
事
業
に

9
億
7
千
万
円
余
、鳥
獣
対
策
事
業
に
5
億
5
千
万
円
余
、

人
口
減
少
対
策
関
連
事
業
に
1
億
7
千
万
円
余
、非
常
備
消

防
事
業
に
1
億
3
千
万
円
余
、横
町
熊
穴
線
外
2
路
線
整
備

事
業
に
約
1
億
円
余
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　      

　
　
　
　
　
　
問
合
せ
■
財
政
情
報
課　

                                                             

☎
内
線
２
３
３

令和5年度

予 算

歳入
266億6,000万円
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歳出
266億6,000万円

令和5年度予算

　令和5年度の当初予算が、3月定例市議会で決
まりました。新しい予算のあらましを紹介します。
　一般会計予算は、前年度当初予算に比べ0.6%
減の266億6,000万円で、特別会計予算などを合
わせると総額521億9,614万円です。

【繰出金】
一般会計と特別会計
間で支出されるお金で
す。

【建設事業費】
道路、橋りょう、公共施
設などの新設、増設、改
良事業費や事業用地の
購入などのお金です。

【維持補修費】
管理する公共施設など
を保全し、維持するた
めのお金です。

【補助費等】
報償費、負担金、補助金
などです。

【扶助費】
生活保護法、児童福祉
法、老人福祉法などに
基づき支給するお金で
す。

【公債費】
借り入れた市債（借金）
の元金や利子を支払う
ために使われるお金で
す。

【人件費】
職員の給与や各種委員
に支払われる報酬など
です。

【物件費】
消耗品費などの需用費
や委託料など消費的性
質のお金です。

用語解説

維持補修費維持補修費
4億648万円4億648万円
（1.5%）（1.5%）

その他その他
1111億8,726万円億8,726万円
（4.5%）（4.5%）

商工費
4億8,587万円（1.8%）

消防費
9億2,926万円

（3.5%）

公債費
16億4,020万円

（6.2%）

農林水産業費
8億5,444万円（3.2%）

議会費
1億9,592万円（0.7%）

その他
3,005万円（0.1%）

総務費
55億8,907万円

（21.0%）衛生費
37億8,314万円

（14.2%）

民生費
71億7,624万円

（26.9%）
土木費

24億7,952万円
（9.3%）

歳 出
性質別分類

歳 出
目的別分類教育費

34億9.629万円
（13.1%）

投
資
的
経
費

34億5,068万円
（12.9%）

そ
の
他
経
費

138億6,950万円
（52.0%）

義
務
的
経
費

93億3,981万円
（35.1%） 人件費

38億3,105万円

（14.4％）

扶助費
38億6,857万円

（14.5％）

公債費
16億4,020万円

（6.2％）

建設事業費等

34億5,068万円

（12.9％）

物件費
68億3,433万円

（25.6％）

繰出金
20億5,872万円

（7.7％）

補助費等
33億8,273万円

（12.7％）



　歳出は「富士の恵みと 幸せを紡いでまちを織る 活力創造都市 富士吉田」を将来の都市像に掲げた
第6次総合計画の体系に沿った予算編成を行いました。

　　　   安心で健やかな暮らしを支える『保健・医療・福祉』の向上

　　　   心豊かな人を育む『教育・文化・スポーツ』の充実

予算額 ： 80億1,867万円

予算額 ： 29億5,140万円

健康寿命を延ばすとともに、助け合い支え合いによる幸福なまちづくりを推進します。

　次代を担う子どもたちの健全育成や生涯にわたり学び、心身ともに育むことのできるまちづく
りを推進します。

第１章

第2章

主な
事業

主な
事業

感染症予防対策事業　　　　　　　1億7,329万円
　子宮頸がんワクチン接種は、令和4年4月から定期
接種の積極的接種勧告を再開し、令和5年4月からは、
9価の子宮頸がんワクチンが定期接種として開始され
ます。これらのことから、子宮頸がんワクチンの周知を
図り、対象になる市民が安心して接種できるよう努めま
す。

子育て支援事業　　　　　　　　　　　4,765万円
　児童福祉法改正に伴い、令和6年度に子ども家庭総
合支援拠点と子育て包括支援センターについて、組織
を一体化した相談機関となる「こども家庭センター」を
設置することとされています。

　本市は、1年前倒しとなる令和5年度に子育て支援セ
ンター内に当該相談機関を設置し、令和6年度の施行
に向け適切な人員配置を行い、制度内容を迅速かつ
的確に把握し、市民サービスの更なる向上を図ります。

地域支え合い事業　　　　　　　　　　  2,240万円
　「転倒予防都市」として、市民への周知を引き続き
図っていき、地域一体となる取り組みを進めます。ま
た、歩行が不自由な高齢者が外出しやすいよう支援を
行い、閉じこもり、認知症予防など、介護予防を推進し、
家族介護の負担軽減を図ります。

明見中学校長寿命化事業（継続事業） 10億4,977万円
　富士吉田市学校施設長寿命化計画に基づき、竣工
から約50年を経過、老朽化した明見中学校校舎並び
に同校屋内運動施設について、令和5年度から3カ年
の継続事業として、長寿命化改修工事を行います。

学校給食センター運営事業　　　　　6億5,702万円
　児童生徒に対して安心安全で質の高い給食や食物
アレルギー対応給食を提供するとともに、学校給食セ
ンターの施設・設備の保守点検を適切に行います。ま
た、富士吉田市産の特別栽培米などを学校給食に提
供し、持続可能な地産地消の促進等、食育の推進を図
ります。また、児童・生徒の保護者に対し、経済的な負

担軽減を図るため、給食費無償化を継続します。その
ほか、災害時の食料供給拠点として備えます。

博物館管理運営事業　　　　　　　　    9,228万円
　新たに整備したVR映像展示を集客の核とし「富士の
杜・巡礼の郷公園」と合わせて施設の積極的な広報PR
を進めていきます。また、従来の富士山の歴史・文化・
信仰を学ぶ社会教育施設にとらわれない、より多くの
利用者が学び・楽しめる施設、本市の東の玄関口の中
核施設としてエリア全体の集客を目指します。

新型コロナウイルス感染症対策事業 2億4,172万円

障害者総務事業 1,578万円

小学校校舎等維持管理事業 2億3,246万円

市民体育施設管理事業 6,080万円

10広報ふじよしだ　2023.05



予算編成第6次総合計画に基づく

　　　   未来につなげる美しく快適な『生活環境・景観』の創造

　　　   暮らしの安全性・利便性を高める『都市基盤・防災環境』の整備

予算額 ： 19億3,260万円

予算額 ： 28億2,679万円

衛生的で快適な暮らしやすい生活環境を構築し、心穏やかに過ごせるまちづくりを推進します。

都市を支える土台となる都市基盤を整備するとともに、災害に強い信頼のまちづくりを推進します。

第3章

第4章

主な
事業

主な
事業

富士・東部広域環境事務組合負担金事業   5,353万円
　ごみ処理広域化のための「富士・東部広域環境事務
組合」を構成する富士東部12市町村が共同して新たな
ごみ処理施設を整備します。この組合の運営に要する
費用の一部として、本市負担金分を支出します。

富士山安全対策・環境保全推進事業　　1,857万円
　富士山世界文化遺産登録後におけるユネスコの審
査に付する「保全状況報告書」に基づき、保全施策を推
進します。また、新型コロナウイルス感染症などの感染
症対策や富士山の噴火対策を踏まえ、県をはじめ関係
団体と連携した登山者の安心安全登山への啓発指導

に注力するとともに、救護体制の充実を図ります。さら
に、富士山周辺を含めた地域の自然環境保全の推進
を継続して実施します。

環境保全及び創造に関する事業　　　　　678万円
　令和6年度から10年間の本市の環境問題への対応
の柱となる「第3次富士吉田市環境基本計画」の策定を
行うとともに、自治会などの清掃活動などへの援助や、
環境フェスティバルの実施を通し、さまざまな環境問題
に対する市民の意識啓発を図ります。

非常備消防事業　　　　　　　　　1億3,326万円
　消防団員の団員確保などを図るため、団員報酬増額
などの処遇改善を行います。また、老朽化した消防ポン
プ車両の入替を実施していきます。さらに、地域防災の
要となる消防団の活動を、一層充実強化するため、消
防団運営支援として、分団に対し交付金を支給します。
また、消防ポンプ車両を運転できる団員を確保するた
め「準中型免許」取得者に対し、補助金を交付し入団促
進を図るとともに円滑な団運営を支援します。

防災対策事業　　　　　　　　　　　　9,609万円
　災害時における情報伝達手段の強靭化を図るため、
市内各世帯へ富士吉田防災ラジオの配備を推進しま
す。また、洪水および土砂災害対策としてハザードマッ

プを作製し全戸配布を実施し周知を図ります。さらに、
自主防災会などとの連携を密にし、高齢者や障害者な
ど自力で避難が難しい避難行動要支援者に対する支
援体制の強化を推進します。富士吉田市防災の日を通
して一人一人の防災に対する意識の醸成を図り災害
に強いまちづくりを推進します。

横町熊穴線外2路線整備事業　　　　　1億834万円
　民生安定事業（防衛8条）を活用し、横町熊穴線外2
路線の整備に必要となる事業用地の用地買収による
取得及び物件補償を行います。また、神田堀川に架か
る橋梁の下部工事を行い、事業の進捗を図ります。

塵芥処理事業（分収交付金配分事業） 9億5,892万円

市営住宅管理事業 3億5,187万円

市道等維持管理事業 3億9,181万円

市道等建設事業 3億3,632万円
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　　　   活力とにぎわい・交流を生み出す『地域・産業・観光』の振興

　　　   みんなで未来を考え取り組む健全な『地域経営』の推進

予算額 ： 14億1,023万円

予算額 ： 54億7,980万円

地域・産業・観光の積極的な振興を軸として、人を呼び込み活力あふれるまちづくりを推進します。

みんなで未来を考えより良い地域経営ができるように、協働のまちづくりを推進します。

第5章

第6章

主な
事業

主な
事業

鳥獣対策事業　　　　　　　　　　5億5,863万円
　近年常態化しつつある鳥獣害は、農林業被害のみな
らず、自動車と動物との衝突事故や人身被害など、市
民生活全般に影響を及ぼしているため、個体数の調整
のための管理捕獲等を推進し、自然と市民生活との調
和を図っていきます。また、捕獲個体の適切な処分、資
源の有効活用の観点から、ジビエ加工施設の整備に取
り組み、今年度は施設の建設を推進します。

観光宣伝・観光客誘致推進事業　　　1億9,130万円
　富士山の眺望を活かした「新倉山浅間公園桜まつ
り」、また、地場産業である織物と観光を融合した「ハタ
オリマチフェスティバル」「フジテキスタイルウィーク」な
どにより “着地型観光”や“産業観光”をさらに推進して
いきます。また、これらのイベントをきっかけとして中心

市街地への誘客や空き店舗等への出店意欲の向上を
図り、観光施策を活かした街の活性化に取り組みます。
さらに、復活の兆しが見えるインバウンドに対し、飲食
店での外国語メニュー対応や観光スポットへの外国語
サインの設置など、受け入れ態勢の強化を図ります。
併せて、観光情報の発信機能強化、観光資源となりう
る地域の魅力を市内各種団体などと連携を図り、発掘
し磨き上げ、観光商品化を目指します。

ふるさと寄附推進事業　　　　　　　9億7,579万円
　ふるさと納税制度の認知度の高まり、また新型コロ
ナウイルスの感染拡大に伴う巣ごもり需要と売上減少
で苦しむ地域事業者の支援という観点から、全国的に
制度が拡大しています。本市でも、地元事業者との連
携による返礼品の充実やさまざまな取り組みにより、
年々寄付額が増加しています。また、SNSなどさまざ
まな媒体を活用し、本市の魅力の積極的な発信、来訪
者やリピーターの増加につなげる取り組みを推進しま
す。さらに、民間ポータルサイトを活用し、返礼品の磨
き上げや充実度を高めることで、寄付の推進につなげ
ます。併せて、本市の課題解決のためのクラウドファン
ディングの活用を図ります。
　山梨市と互いの地域資源を活用した連携協定を活
かし、事業者の新たな販路など市場開拓などにつな
げ、更なる地域活性化につなげていきます。
　本市の課題解決に向け、本市施策に賛同する企業と

の関係構築を図り、企業版ふるさと納税を推進します。

コミュニティセンター等管理運営事業　　7億979万円
　市民のコミュニティ形成活動の拠点であるコミュニ
ティセンター、市民ふれあいセンターおよびコミュニ
ティ供用施設地区会館の管理運営を行い、利用者の
利便性の向上とコミュニティ活動を推進します。また、
民生安定事業（防衛8条）を活用する中で、上吉田コ
ミュニティセンターの大規模改修工事を行い、施設内
の機能向上と利用者の利便性向上を図ります。

人口減少対策関連事業 1億7,550万円

富士吉田市観光施設管理運営事業 4,285万円

魅力発信プロモーション事業 2,579万円

企画・調整事業 1億39万円

財産管理事業 1億5,667万円

情報化推進事業 1億2,882万円

12広報ふじよしだ　2023.05



一
般
会
計
予
算
を

一
般
会
計
予
算
を

市
民
一
人
当
た
り
で

市
民
一
人
当
た
り
で

見
て
み
る
と
…

見
て
み
る
と
…

市 税 額
（歳入）

市税以外の
歳入

歳出の目的別内訳

市 債
（借金）残高

積 立 金
（貯金）

140,367円

426,553円

392,303円

566,920円

187,900円

※市債・積立金は令和5年度末の現
在高見込額で算出しています

※令和5年4月1日現在、47,026人で
計算で計算しています

※国や県からの
　補助金など

予算額（歳出）
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令和5年度予算

民生費

福祉、子育て支援などの費用

152,601円

議会費

議会の運営費用

4,166円

総務費

全般的な管理事務や住民窓口などの
費用

118,850円

その他

639円

衛生費

保健衛生、ごみ・し尿処理などの費用

80,448円

教育費

学校教育、文化・スポーツ振興などの
費用

74,348円
土木費

道路、公園の整備や維持補修などの
費用

52,727円

消防費

火災や地震などの災害対策などの費用

19,761円

公債費

発行市債（借金）の元利償還の経費

34,879円

農林水産業費

農林業の振興などの費用

18,169円
商工費

商工業振興、観光事業などの費用

10,332円
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連結財務書類を
公表します

●連結範囲のイメージ図

連結財務書類4表

▼
①貸借対照表（バランスシート）	 ②行政コスト計算書
③純資産変動計算書		 	 ④資金収支計算書

221万9千円 106万4千円 87万6千円

市民1人あたりの 市民1人あたりの 市民1人あたりの

資  産 負 債 行政サービスの提供

　

普
通
会
計（
一
般
会
計
と
看
護

専
門
学
校
特
別
会
計
）で
行
っ
て
い

る
事
業
の
ほ
か
に
も
、市
立
病
院
事

業
、水
道
事
業
、下
水
道
事
業
、国
民

健
康
保
険
事
業
、介
護
保
険
事
業
な

ど
、市
民
の
皆
さ
ん
と
密
接
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
う
し
た

市
自
ら
行
う
事
業
と
は
別
に
公
益

法
人
な
ど
関
係
団
体
を
通
じ
て
行

う
事
業
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、普
通
会
計
の
ほ
か
、市

を
構
成
す
る
特
別
会
計
や
市
と
連

携
協
力
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
る
関
係
団
体
や
法
人
を
一
つ

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
主
体
と
み
な

し
て
、そ
の
資
産
及
び
負
債
・
行
政
コ

ス
ト・
資
金
収
支
な
ど
の
状
況
を
明

ら
か
に
す
る「
連
結
ベ
ー
ス
の
財
務

書
類
」を
作
成
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

問
合
せ
■
財
政
情
報
課

          　
☎
内
線
2
3
3

令和3年度

連結団体

市全体

普通会計

一般会計
看護専門学校特別会計

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
介護予防支援事業特別会計
市立病院事業会計
水道事業会計
下水道事業会計

富士吉田市土地開発公社
（公財）富士吉田スポーツ協会
（福）富士吉田市社会福祉協議会
（福）富士吉田市社会福祉事業団
富士五湖広域行政事務組合
山梨県市町村総合事務組合
山梨県後期高齢者医療広域連合
（一財）ふじよしだ定住促進センター
富士・東部広域環境事務組合
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①
貸
借
対
照
表（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）

②
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

③
純
資
産
変
動
計
算
書

④
資
金
収
支
計
算
書

借方 貸方
資産の部
所有している財産の内容と金額です。
行政サービスの提供能力を表します。

１．固定資産 932億　300万円
　有形固定資産 788億7,600万円
　　（事業用資産） 404億3,100万円
　　（インフラ資産） 351億7,000万円
　　（物品） 32億7,500万円
　無形固定資産 25億5,400万円
　投資その他の資産 117億7,300万円
　　（基金（固定資産）） 107億7,100万円
　　（その他） 10億　200万円
2．流動資産 121億3,200万円
　現金預金 45億2,400万円
　未収金 23億2,000万円
　基金（流動資産） 40億3,700万円
　その他 12億5,100万円

経常費用
１．人件費 97億9,800万円
　 職員の給与、賞与、退職手当など
２．物件費等 167億5,600万円
　 物品購入、光熱水費、修繕費、減価償却費など
３．移転費用 244億9,800万円
　 社会保障給付や各種団体への補助金など
４．その他の業務費用 12億5,100万円
　 地方債の利子など
合計（A） 523億300万円

期首（令和2年度末）純資産残高 520億3,200万円
変動要因
　１．純行政コスト ▲415億8,600万円
　２．税収等 288億9,400万円
　３．国・県等補助金 153億6,200万円
　４．資産評価差額など ▲2,500万円
　５．その他 1億8,200万円
合計 28億2,700万円
期末（令和3年度末）純資産残高 548億5,900万円

期首（令和2年度末）純資金残高 43億5,900万円
当年度現金増減額
１．業務活動収支 46億7,800万円
　収入（税収等、国県等補助金、使用料・手数料など） 545億9,400万円
　支出（人件費、物件費、移転費用など） 499億1,600万円
２．投資活動収支 ▲40億9,600万円
　収入（国県等補助金、基金取崩、資産売却など） 41億4,700万円
　支出（公共資産整備費など） 82億4,300万円
３．財務活動収支 ▲4億1,400万円
　収入（地方債等発行収入など） 21億2,200万円
　支出（地方債償還支出等） 25億3,600万円
現金預金増減額 1億6,800万円
歳計外現金増減額など △300万円
期末（令和3年度末）現金預金残高 45億2,400万円

経常収益
行政サービスの利用で市民の皆さんが直接負担
する施設利用料、手数料、保険料など

合計（B） 105億6,000万円

臨時損失
資産の処分や売却による損失額など

合計（C） 1,300万円

臨時利益
資産の売却による利益など

合計（D） 1億7,000万円

負債の部
借入金（地方債）や将来の職員の退職金など、将
来世代の負担で返済していく債務です。

１．固定負債 441億9,500万円
　地方債 268億8,600万円
　退職手当引当金 43億8,000万円
　その他 129億2,900万円
２．流動負債 62億8,100万円
　1年内償還予定地方債 24億4,600万円
　その他 38億3,500万円
負債合計 504億7,600万円

純資産の部
現世代が既に負担して、支払いが済んでいる正
味の資産です。

　固定資産等形成分 972億4,200万円

　余剰分（不足分） ▲423億8,300万円

純資産合計 548億5,900万円

純行政コスト（A）-（B）+（C）-（D）		415億8,600万円

資産合計 1,053億3,500万円 負債・純資産合計 1,053億3,500万円

　貸借対照表は、決算日に所有する
資産などがどのくらいあるかを示し
たもので、資産・負債・純資産の三つ
の要素から構成されています。
　表の左側は資産の部で、行政サー
ビスを行うために保有している財
産を表します。固定資産は長期にわ
たって使用・保有できる資産、流動資
産は手持ちの現金や銀行に預けて
ある預金、1年以内に現金化を予定し
ている資産のことです。
　表の右側は、これまでどのような
財産で資産を形成してきたかを表し
たもので、負債の部は、第三者に対し
て返済義務がある債務です。純資産
の部は、既に返済済みのものや国庫
補助金などを表しています。
　表の左右が必ずつりあうように作
成することから「バランスシート」とも
呼ばれています。

　資産の形成につながらない、当該
年度の行政サービスに係る費用を表
したものです。
　生活保護や国民健康保険などの
社会保障給付に係る「移転費用」が
全体の約5割を占めていることが分
かります。
　また、サービスの受益者として皆さ
んが負担する利用料や手数料など
の経常収益は約105億円で、不足分
約415億円は、一般財源や補助金で
補っています。

　貸借対照表の純資産の部に計上
されている金額が1年間にどのよう
に変動したかを表しています。
　増減の要因は行政サービスのた
めの費用と収入の差額（純行政コス
ト）、税収や補助金などがあります。

　キャッシュフロー計算書ともいい、
1年間の資金収支の状況を業務活動
収支、投資活動収支、財務活動収支
の3区分で表しています。
　業務活動収支は黒字となっており
ますが、投資活動収支と財務活動収
支は赤字となっております。
　令和3年度末の残高は約45億
2,400万円となります。

※百万円未満を四捨五入しているため、合計金額が一致しないことがあります
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